
 

宍粟市の台所事情と  

わかりやすい今年の仕事 
平成 28年度予算説明 

 

 



１．平成28年度 施政方針 

 

宍粟市においては、昨年１２月に、地方行政の根幹となる「第２次宍粟市総合計画」

を策定するとともに、「宍粟市人口ビジョン」及び「宍粟市地域創生総合戦略」を策

定し、「人口減少対策」を最重要課題とする中で、「【住む】集落・地域の活性化と宍

粟市への移住支援」、「【働く】雇用の創出と就職支援」、「【産み育てる】少子化対策」、

「【まちの魅力】選ばれるまちづくり」を定住促進重点戦略と位置づけ、参画と協働

のもと市民と行政が連携し、人と自然が輝き活力に満ちたまちづくりを着実に進める

としたところです。 

このような中で、平成２８年度は、地域創生総合戦略のテーマである「森林(もり)

から創(はじ)まる地域創生」に特に力を入れ、国において補正予算措置された「地方

創生加速化交付金」及び平成２８年度以降の「地方創生推進交付金」を有効に活用し、

兵庫県や周辺市町村をはじめ、各種団体と連携し定住人口並びに交流人口を増やすた

め、氷ノ山を中心とした四季折々の豊かな自然を活かし、森林セラピーを活用したグ

リーンツーリズムなど積極的かつ切れ目のない施策を展開することとしています。 

第２次総合計画の理念に基づき、市民の皆さま、議員の皆さまとともに、宍粟市に

「住み続けたい」「住んでみたい」と思われる魅力ある、また、活力あるまちづくり

を進め、地域が自ら考え地域の特性を活かしたまちづくりの取組みなど、施策の優先

性・緊急性をふまえ、宍粟市の発展につながるよう、全力をもってまちづくりに取り

組んでいきます。 

 

 
宍粟市長 
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平成28年度　予算の概要

1.　一般会計の予算規模

平成２８年度宍粟市全会計予算 （単位：千円、％）

28年度 27年度 増減額

予算額 予算額 (A-B)

A B C C/B*100

23,320,000 24,730,000 △ 1,410,000 △ 5.7

5,479,184 5,287,796 191,388 3.6

286,547 324,789 △ 38,242 △ 11.8

9,949 9,268 681 7.3

509,635 516,192 △ 6,557 △ 1.3

4,627,298 4,423,814 203,484 4.6

32,421 32,421 －

1,923,887 2,186,820 △ 262,933 △ 12.0

798,669 752,724 45,945 6.1

13,667,590 13,501,403 166,187 1.2

3,138,987 2,846,761 292,226 10.3

4,781,128 4,892,979 △ 111,851 △ 2.3

84,111 84,617 △ 506 △ 0.6

8,004,226 7,824,357 179,869 2.3

44,991,816 46,055,760 △ 1,063,944 △ 2.3

※企業会計の額は収益的支出＋資本的支出の合計額

2.　一般会計歳入予算

地方交付税

国税の一定割合を財源として
全国どの市町村も一定水準の
行政サービスが行えるよう、
市税の不足分を補うために交
付されるものです。普通交付
税と特別交付税があります。

区 分
増減率

一般会計

特
別
会
計

国民健康保険事業

国民健康保険診療所

鷹巣診療所

後期高齢者医療事業

介護保険事業

介護保険事業

合 計

下水道事業

農業集落排水事業

小計

企
業
会
計

水道事業

病院事業

農業共済事業

小計

用語解説

市債

市が事業を行うために、多額
の資金を必要とするときに政
府や銀行などから資金を調達
するもので、長期的な借入金
（借金）です。

国県支出金

市が行う事業に対し、国や県
が市に支出するものです。負
担金や補助金、委託金があり
ます。

繰入金

基金（貯金）からの収入で
す。財政調整基金やブナ基金
（ふるさと納税の活用基
金）、公共施設等整備基金な
どがあります。

市税 

47.1億円 

20.2% 

使用料・手

数料など 

15.8億円 

6.8% 

繰入金 

2.5億円 

1.0% 地方交付税 

99.0億円 

42.5% 

国県支出金 

35.2億円 

15.1% 

市債 

23.2億円 

9.9% 

地方譲与税

等 

10.4億円 

4.5% 

平成２８年度当初予算 ２３３億２，０００万円 
 

〈 対前年度当初予算比    △１４．１億円   △５．７％ 〉 

自主財源 

28.0% 

依存財源 

72.0% 
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3.　一般会計歳出予算

【目的別】（法令で定める予算の科目別区分）

主な歳出（目的別）の状況

・ 市民１人当たりの支出額は約58万円。

・ 民生費の割合が一番高く、次いで公債費（借金の返済）が高くなっています。

・ 商工費は、産業立地促進助成金や老朽化施設改修など観光施設整備費の増。

・ 消防費は消防デジタル化が完了したことによる西はりま消防組合負担金の減。

・ 教育費は、小中学校整備工事や千種B＆G海洋センタープール改築工事が終了し、34.3％

の減です。

【性質別】（財政体質を分析するため、国の統計等で用いる区分）

主な歳出（性質別）の状況

・ 義務的経費は歳出全体の42.8％を占めています。

・ 投資的経費の市民１人当たりの額は、約5万2千円です。

・ その他経費のうち、補助費等には地方バス対策や各種補助金、水道や病院などへの支出が

含まれます。

補助費等
企業会計、一部事務組合、民
間に対し、行政上の目的のた
めに支出する経費です。

繰出金
特別会計に対し支出する経費
です。

公債費
市が借り入れた借金（市債）
の返済のための経費です。

普通建設事業
費

道路や橋梁、学校などの公共
施設や公用施設の整備のため
の経費です。

物件費
委託料、消耗品、電気代、賃
金、郵便料などです。

用語解説

人件費
職員給料や議員その他の特別
職への報酬などです。

扶助費
生活保護法や児童福祉法など
法令に基づく支給です。

25.5億円 

61.8億円 

29.3億円 

16.8億円 

7.6億円 

23.5億円 

11.0億円 

22.7億円 

32.7億円 

2.3億円 

総務費 

民生費 

衛生費 

農林水産業費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

公債費 

議会費ほか 

人件費 

33.8億円 

14.5% 

扶助費 

33.4億円 

14.3% 

公債費 

32.7億円 

14.0% 普通建設事

業費等 

20.8億円 

8.9% 

物件費 

33.3億円 

14.3% 

補助費等 

40.1億円 

17.2% 

繰出金 

33.3億円 

14.3% 

その他 

5.8億円 

2.5% 

義務的経費 

42.8% 

投資的経費 

8.9% 

その他経費 

48.３% 
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★市民１人当たりの「貯金」と「借金」の残高（平成26年度決算）

・基金（貯金）残高は205,996円/人

・起債（借金）残高は832,822円/人

※基金残高、起債残高は普通会計ベース、1人当たりの数値はH27国勢調査速報人口で算出

　基金は、災害などの急な財政需要や収入減に備えたり、ある特定の目的のために積み立てたり

しておく貯金です。

　起債は、建設事業を実施する場合に一度に多額の資金が必要になるため借り入れる借金のこと

です。なお、現世代と将来世代で経費を平等に負担すべきであるという観点も含んでいます。
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★　人件費と職員数の推移★　人件費と職員数の推移★　人件費と職員数の推移★　人件費と職員数の推移

　　　　人件費　　～　33億8,235万円　　　　人件費　　～　33億8,235万円　　　　人件費　　～　33億8,235万円　　　　人件費　　～　33億8,235万円　（一般会計：平成28年度予算）　（一般会計：平成28年度予算）　（一般会計：平成28年度予算）　（一般会計：平成28年度予算）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年度予算：35億1,688万円）～　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年度予算：35億1,688万円）～　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年度予算：35億1,688万円）～　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年度予算：35億1,688万円）～

市長、副市長、教育長、議員及び職員の他、農業委員会委員、消防団員等の報酬を含んだ人件費です。
人件費については、職員の退職、負担金率の改正により、前年度と比較すると1億3,453万円減少する
見込みです。

◎新規採用職員の初任給（一般職）（平成28年4月現在）

◎職員1人あたりの平均給与月額（一般会計：一般職分）（平成28年1月現在）

　　 職員の平均年齢 44歳9か月

平均給料月額 32万7,375円

平均給与月額 （※） 39万2,487円

※給与とは、給料に扶養手当、時間外勤務手当などの手当を加えて算出したものです。

◎特別職等の給料等

主な特別職等の給料・議員報酬は、次のとおりです。

◎ これまでの職員数と人件費の状況

① 職員数の推移（平成28年4月1日現在、公営企業、任期付職員等を含む） （単位：人）

② 人件費の推移（決算統計資料より）
　平成26年度の人件費総額は34億5,047万円で、前年度比9,833万円増です。

副市長 71万2,000円 副議長 37万円

教育長 63万8,000円 議　員 34万6,000円

高校 14万9,000円 大学 17万6,700円

市　長 88万円 議　長 44万8,000円
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グラフ タイトル

その他人件費

退職組合負担金

共済組合負担金

職 員 給 与

年度

億円
人人人人 件件件件 費費費費 のののの 推推推推 移移移移

年　度 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 Ｈ27 Ｈ28

職員数 789 786 750 717 696 689 679 662 662 656 659 661
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平成28年度主要事業一覧

■地域創生総合戦略に基づく事業

【住む】　【住む】　【住む】　【住む】　～集落・地域の活性化と宍粟市への移住支援～　（281,098千円）～集落・地域の活性化と宍粟市への移住支援～　（281,098千円）～集落・地域の活性化と宍粟市への移住支援～　（281,098千円）～集落・地域の活性化と宍粟市への移住支援～　（281,098千円）

5,178万円 295万円

22万円

1,802万円 988万円

【働く】　【働く】　【働く】　【働く】　～雇用の創出と就職支援～　（473,100千円）～雇用の創出と就職支援～　（473,100千円）～雇用の創出と就職支援～　（473,100千円）～雇用の創出と就職支援～　（473,100千円）

20万円 519万円

4,686万円 2,029万円

500万円 18万円

公共交通利用促進事業 1億7,025万円

定住促進コーディネーターの設置、地区定住協力員
の設置、お試し住宅体験、通勤・通学助成などを行
います。

　平成28年度における新規事業や市の抱える諸課題を重点的かつ計画的に解決するための主要な事
業を紹介します。

平成27年12月に、まち・ひと・しごと創生法に基づく「宍粟市人口ビジョン」及び「宍粟市地
域創生総合戦略」を策定しました。総合戦略では、「森林（もり）から創まる（はじまる）地域
創生」をテーマに、【住む】【働く】【産み育てる】【まちの魅力】を定住促進重点戦略と位置
づけ、積極的かつ切れ目のない施策を展開することとしています。
平成28年度予算における宍粟市地域創生事業の主なものは次のとおりです。

宍粟ゆかりの懇談会

森林大学校開校支援事業

宍粟にゆかりがあり活躍されている企業人と市内事
業者の交流の場、ネットワークづくりの場を提供し
ます。

スポーツ立市推進事業

市民健康手帳を作成し、健康ウォーキングの推奨や
ラジオ体操の普及促進、サッカー教室、カヌー教室
を行うことにより、市民の健康維持増進を図りま
す。

地域おこし協力隊事業

地域包括ケアシステム構築事業

農林漁業者と商工業者の産業連携によって、宍粟産
の農林水産物を活用した新商品の開発・製造や新
サービスの提供を行うため、施設整備や機械装置等
の購入を支援します。

宍粟産物販売促進・就農定住促進事業北部地域農産物集配事業

宍粟産物へのシール添付による販売促進、畑の講習
会、畑のレシピの作成、新規就農者への支援を行い
ます。

宍粟材普及促進・林業振興事業

宍粟材を活用した家づくりへの補助や普及促進イベ
ントにかかる補助、林業事業体の新規雇用者育成支
援、間伐支援、自伐林家による未利用材搬出への支
援を行います。

農商工連携促進事業

県立森林大学校の開校に向けて学生のための住居な
どの環境整備、先進地視察を行います。

いきいき百歳体操の普及促進や生活支援コーディ
ネーターの設置、連絡会議を行います。

定住・移住促進事業

各市民局管内の公共施設を集約することで市民の利
便性の向上や賑わいの創出を図ります。

「北部地域における農産物の集積集配システムを構
築します。

都市部から地域おこし協力隊を受け入れ、資源を活
用した地域の活性化につなげます。

生活圏の拠点づくり事業

新公共交通システムにかかる運行経費の支援やバス
利用推進員による利用促進を図ります。
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178万円 8,110万円

【産み育てる】　【産み育てる】　【産み育てる】　【産み育てる】　～少子化対策～　（421,819千円）～少子化対策～　（421,819千円）～少子化対策～　（421,819千円）～少子化対策～　（421,819千円）

297万円 160万円

25万円 945万円

2,463万円

【まちの魅力】　【まちの魅力】　【まちの魅力】　【まちの魅力】　～選ばれるまちづくり～　（269,089千円）～選ばれるまちづくり～　（269,089千円）～選ばれるまちづくり～　（269,089千円）～選ばれるまちづくり～　（269,089千円）

500万円 7,347万円

4,213万円 3,663万円

産業振興資金融資・利子補給事業 3億240万円

乳幼児・子ども医療費・未熟児養育医療費助成事業　1億6,003万円

ふるさと納税寄付者に対し特産品を返礼することで
特産品振興、市内商業活性化とともに自主財源を確
保します。

県内最高峰の氷ノ山への登山ツーリズムのために姫
路駅から氷ノ山登山口までのバスツアーの運行を助
成するとともに、宍粟市側の登山ルートを整備し、
観光客の増加に向けたＰＲを推進します。

ふるさと納税推進事業

保護者の就労等により放課後、居場所のない幼稚園
児や小学生を対象に、空き教室等を活用して、適切
な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図
るとともに、子育てしやすい環境を整備します。

宍粟市の魅力をPR動画で発信することにより、よ
り効果的に宍粟市の知名度・認知度を高め、交流人
口の増加、ひいては定住者の増加につなげます。

県内初の森林セラピー基地として、トイレ・運行路
等、森林セラピーロードの周辺整備を行い森林セラ
ピーによるヘルスツーリズムを展開します。

訪問指導・健診事業

不妊・不育相談及び助成事業

市内中小企業者等の販路拡大や商品開発支援のため
のﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞﾌｪｱの開催、建設業等における女性
技能労働者確保にかかる施設改修支援、建設業等に
おける新規雇用者育成経費支援を行います。

子育て世代包括支援センター体制整備事業

幼保一元化推進事業

市内事業所を対象に金融機関を通じて短期資金・長
期資金を融資するとともに、その利息の一部を補填
します。

企業誘致推進員の設置、市内進出企業への土地取得
費などの助成、ＩＴ関連事業者の立地への助成、起
業家支援を行います。

婚活イベント事業

中小企業等支援事業 企業誘致・産業立地促進事業

不妊や不育症に悩む方への相談、特定不妊・不育症
にかかる治療費の助成を行います。

妊娠期から子育て期にわたるまでの総合的相談支援
をワンストップで提供する体制整備を行います。

婚活セミナー、婚活イベント、出会いイベント支援
を行います。

0歳から中学3年生までの乳幼児・子ども及び医療
を必要とする未熟児に対し、医療費にかかる自己負
担額を全額助成します。（医療費無償化）

氷ノ山ツーリズム推進事業

新生児訪問指導から５歳児健診まできめ細かに対応
し安心した子育て環境を整えます。

認定こども園運営費助成、地域との認定こども園の
設置協議を行います。

あずかり保育・学童保育事業 1億2,146万円

宍粟市ＰＲ動画作成事業

森林セラピー推進事業
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7,123万円 100万円

650万円 1,200万円

■その他の主要事業

　地域創生事業以外の新規・拡充事業や主要な事業を、総合計画の施策体系ごとに紹介します。

①　魅力と活力あふれる地域産業を育むまちづくり①　魅力と活力あふれる地域産業を育むまちづくり①　魅力と活力あふれる地域産業を育むまちづくり①　魅力と活力あふれる地域産業を育むまちづくり

20万円 500万円

160万円 100万円

600万円 1,000万円

300万円

②　快適に暮らせるまちづくり②　快適に暮らせるまちづくり②　快適に暮らせるまちづくり②　快適に暮らせるまちづくり

23万円 450万円

【新規】宍粟彩りの回廊プロジェクト事業

市全体の魅力のある景観を創出するため、国道・県
道沿いの山林や揖保川・千種川の河川沿いなどに花
木等の植樹を行います。

【新規】農業水利施設保全合理化事業

観光施設機能強化事業 波賀森林鉄道調査・研究事業

観光施設の機能充実による観光客の増加を図るとと
もに、施設改築の研究を行います。

【新規】楓香荘改築調査事業

森林所有者、ボランティアグループなどが、林地残
材を市内の買取業者に集出荷する場合に補助を行い
ます。

昭和43年に廃線した波賀森林鉄道を取り巻く歴史
や背景、文化などを検証し、地域資源として市民に
広く発信するとともに、観光資源としての活用につ
いて調査・研究を行います。

【新規】シカ等処理施設設置事業

農業用水の排水不良、用水不足等の地域が有する課
題の解決に向け、きめ細やかな農業用用排水路の整
備を推進します。（Ｈ28：須行名・安黒地区）

観光プロモーション等強化事業

捕獲した個体の利活用後の処理について、捕獲者・
行政・有効活用事業者の役割を明確としていく中
で、一頭丸ごとも含めた処理を行うことができる施
設等の設置に向け検討を進めます。

ふるさと宍粟ＰＲ館事業

観光プラットフォーム構築、観光プロモーションに
かかるワークショップ、これを踏まえた観光パンフ
レットの作成、食と特産品開発の開発セミナーを行
います。

姫路駅前において「きてーな宍粟」を移転オープン
し、観光や特産品などの情報発信、移住相談会の開
催、森林セラピーや氷ノ山ツーリズムの発着地とし
て整備を行う。

兵庫・鳥取・岡山三県境地域において、広域インバ
ウンド観光事業を推進するため、パイロット事業で
ある特産品の海外展開事業や共通多言語パンフレッ
トの作成を行います。

「森林のまち」宍粟市をＰＲするため、車体ラッピ
ング広告により、車両移動時において宍粟市PRを
行います。また、車体に音響設備を装備し、簡易ス
テージとして各種イベントで活用を図ります。

【新規】森林（もり）で活き生き事業

昭和51年にオープンしたサイクリングターミナル
（楓香荘）の建替えに向け、建替コスト、ターゲッ
トの絞込み、コンセプト、経営プラン等来訪者の
ニーズと経営見込みを把握します。

【新規】プロモーション車両購入事業

千種中心部を文教ゾーンと位置づけし、その周辺自
治会をはじめ、千種町域における元気な地域づくり
を推進するため、地域広場整備、花の植栽、散策
コースの整備等を進めます。

【新規】兵庫・鳥取・岡山三県境特産品海外展開促進事業

都市圏の高齢者が宍粟市に移り住み、自然の中で健
康で活発な生活を送り、必要に応じて医療・介護を
受けることができる環境づくりに向け、調査・研究
を行います。

【新規】「どがいじゃろえ」地域プラン【新規】生涯活躍のまち（CCRC）調査・研究事業
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2,400万円 907万円

89万円

③　環境にやさしいまちづくり③　環境にやさしいまちづくり③　環境にやさしいまちづくり③　環境にやさしいまちづくり

1,330万円 1,100万円

3,504万円

④　安全で安心なまちづくり④　安全で安心なまちづくり④　安全で安心なまちづくり④　安全で安心なまちづくり

689万円 54万円

4,600万円

⑤　子どもが健やかに育つまちづくり⑤　子どもが健やかに育つまちづくり⑤　子どもが健やかに育つまちづくり⑤　子どもが健やかに育つまちづくり

4,353万円 8千円

2万円 220万円

【新規】市営中山台団地建替事業

建築後45年が経過し、老朽化が著しい市営中山台
団地の建替を行い住環境の改善を図ります。

再生可能エネルギー普及促進事業

【拡充】わがまち防災マップの作成

消費者基本法が定める「消費者の権利の尊重と自立
のための支援」として、消費生活相談を実施するほ
か、被害の防止、賢い消費者を育成するための教
育・啓発講演会を実施します。

防災マップの作成費用の補助や講師派遣による作成
要領の講習会を実施します。

【新規】都市計画道路事業

区画整理事業の見直しにより、市内中心部の都市計
画道路を道路事業として整備します。

【新規】もみじ山強化事業（最上山公園整備）

最上山公園、特にもみじ山は紅葉の名所として利用
者は多いものの、古木となったモミジや広葉樹は自
然災害や立ち枯れにより減少傾向にあるため、計画
的な更新や施設整備を行います。

かわまちづくり事業（今宿・中広瀬地区）

揖保川河川改修に併せ、市民の手で作成した陶板を
貼り付けるなどし、永く愛着が持て、何回でも訪れ
たくなる「みんなで創る夢の小径」として、創造性
豊かな遊歩道等の整備を行います。

【新規】ＩＣＴ活用授業改善事業（小学校）

「心ゆたかで自立した人づくり」に資するため、音
楽・演劇・舞踏・映画などの文化芸術作品で、特に
道徳的価値の高いすばらしい作品を宍粟の子どもた
ちに鑑賞させます。※Ｈ28：市内全小学校4・5・
6年生

【新規】山崎南中学校屋内運動場改修事業 【新規】こころの教育推進事業

【新規】山崎西中学校大規模改修工事

「わかりやすい授業づくり」の一助とするため市内
小学校の普通学級及び特別支援学級の全教室へタブ
レットと大型モニター（各1台）を導入します。

教育環境の充実を図るため、山崎南中学校屋内運動
場の改修工事を進めます。　※平成28年度は実施
設計業務（債務負担行為による契約締結のみ）

消防団における消防力の維持強化を図るため、老朽
化した市配備の消防ポンプ自動車及び小型ポンプ付
積載車の更新を行います。

リサイクル事業集団回収奨励金

市内の再生可能エネルギーの導入促進を図るため、
グリーンエネルギー機器の導入費用の一部、木質バ
イオマス燃焼機器購入費用の一部を助成します。

リサイクル資源集団回収団体に登録した子ども会及
び幼・小・中学校ＰＴＡ等に対し、自ら集団回収を
行い、資源ごみ回収業者に引渡した資源ごみの重量
に応じて奨励金を交付します。

消防ポンプ自動車・小型ポンプ付積載車購入事業

教育環境の充実を図るため、山崎西中学校校舎及び
屋内運動場の改修工事を進めます。　※平成28年
度は実施設計業務（債務負担行為による契約締結の
み）

消費者行政推進事業
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⑥　保健・医療・福祉が連携した安心のまちづくり⑥　保健・医療・福祉が連携した安心のまちづくり⑥　保健・医療・福祉が連携した安心のまちづくり⑥　保健・医療・福祉が連携した安心のまちづくり

1,329万円 360万円

1,195万円 9,031万円

3,242万円 24万円

⑦　心豊かにいきいきと学べるまちづくり⑦　心豊かにいきいきと学べるまちづくり⑦　心豊かにいきいきと学べるまちづくり⑦　心豊かにいきいきと学べるまちづくり

946万円 854万円

126万円

◇計画の着実な推進に向けて◇計画の着実な推進に向けて◇計画の着実な推進に向けて◇計画の着実な推進に向けて～参画と協働のまちづくりの推進・持続可能な行財政運営の推進～

696万円

2,075万円 3,000万円

各種団体による公益活動や、女性あるいは地域外の
人材の視点を取り入れた活動の促進により、市民や
団体の創意と工夫による魅力ある活動を支援しま
す。

統合型ＧＩＳの航空写真を撮影、更新し、固定資産
税の賦課資料をはじめ、土木、産業等の公共基盤整
備のための資料に活用します。また、ホームページ
の地図情報も更新し、市民の利便性の向上につなげ
ます。

【拡充】生活困窮者自立支援事業

【新規】防災情報連携・議会中継システム構築事業　1億1,000千万円 【拡充】協働のまちづくりの推進

【拡充】市民主体のまちづくりの推進 【新規】航空写真撮影業務

市民局単位に組織した地区生涯学習推進協議会にお
いて、人権尊重のまちづくりを推進するための人権
学習などの取組みと、身近な生活上の課題に気づ
き、生活を見直していく取組みを進めます。

社会体育推進団体の活動への支援を図るとともに、
参画と協働によるスポーツ大会、イベント等を開催
し、市民の健康増進や地域スポーツの振興を図りま
す。

【拡充】男女共同参画推進事業

男女共同参画の推進に向け、男女共同参画推進講演
会のほか、しそう女性リーダー養成講座、市民が主
体となって啓発や事業を実施する組織づくりに取り
組みます。

個々の防災情報発信ｼｽﾃﾑを連携させて正確・迅速に
防災情報を発信し、かつ、しそうﾁｬﾝﾈﾙの防災情
報・緊急情報を安定的に配信するｼｽﾃﾑを構築しま
す。あわせて、市議会本会議の状況をﾃﾚﾋﾞ、ｲﾝﾀｰﾈｯ
ﾄにより安定的に中継するｼｽﾃﾑを構築します。

地区を基本的な活動範囲として、協働のまちづくり
に向けた学習や気軽に話せる環境づくりを行うとと
もに、地区の活動組織を下支えをする人材及び事務
局機能を強化します。

【拡充】地区生涯学習推進事業

就労可能な被保護者に対して、就労に対する意欲の
喚起や一般就労に従事する準備としての日常生活習
慣の改善、就労に向けた技法や知識の習得等を一貫
して行います。

【拡充】社会体育活動・スポーツ活動支援事業

【新規】宍粟市訪問看護ステーションの拡充

【拡充】意思疎通支援事業 【拡充】外出支援サービス事業

手話通訳者、要約筆記者等の派遣や手話通訳者の養
成と技術向上を図り、障がい者との交流と社会参加
を促進します。また、手話言語条例の施行に併せ、
手話の普及啓発を推進します。

外出が困難な高齢者や障がいのある者に対し、有償
で社会参加を促進するための輸送サービスを提供し
ます。※平成28年度より対象者や利用目的の拡充
等の見直しを実施

【新規】健康づくりポイント事業
市が実施する特定健診や事業所で実施する職場健診
等を受診している人が、市が実施する健康づくりに
関する事業（特定保健指導、ロードレース等）のう
ち２つの事業に参加した場合に、応募された人に対
し抽選で特産品を贈呈します。

訪問看護師を配置し、公立宍粟総合病院、地域の医
療機関や介護サービス事業所と連携する中で、宍粟
市内の希望者へ訪問看護を実施し、在宅療養・在宅
介護を推進します。

主任相談支援員、相談支援員及び就労支援員を配置
し、各機関等との連携により、現に生活に困窮して
いる者、または困窮するおそれがある者に対して、
自立に向けた包括的な支援事業を実施します。

【新規】被保護者就労準備支援事業
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企企企企
画画画画
総総総総
務務務務
部部部部

介護支援課

健健健健
康康康康
福福福福
祉祉祉祉
部部部部

農業振興課

千種診療所

看護部 事務部

総務課

医事課

診療部 医療安全管理対策室

会計課
公金の収納、支出審査、支払、基金管
理

薬剤部 地域連携室

商工観光課
商工業振興、企業誘致、雇用対策、
特産品開発、観光振興

総合病院総合病院総合病院総合病院
農業委員会 農地の権利移動・転用

産産産産
業業業業
部部部部

農地整備課 土地改良事業
公平委員会

固定資産税評価審査委員会 固定資産税評価不服申出に対する審査

議会事務局
議会の本会議、委員会、議会だより、
議員報告会

職員不利益処分申立ての審査

農業振興、有害鳥獣対策、農業共済
監査委員 各種監査の実施

林業振興課 林業振興、宍粟材利用促進、林道整備

波賀診療所 診療所の運営
学校給食センター 学校給食センターの管理運営

診療所の運営

議議議議
会会会会
事事事事
務務務務
局局局局

千種保健福祉課
母子保健、予防接種、保健事業、
介護保険、高齢者福祉、障害者福祉

社会教育文化財課
生涯学習センター、文化財、図書館、
成人教育、青少年健全育成

教職員人事、教職員研修、学校訪問、
小中学校、青少年育成センター

波賀保健福祉課
母子保健、予防接種、保健事業、
介護保険、高齢者福祉、障害者福祉

こども未来課
保育所・幼稚園・こども園、幼保一元
化、預かり・学童保育

健康増進課
保健事業、健（検）診、母子保健、
予防接種

教教教教
育育育育
委委委委
員員員員
会会会会

教育総務課
教育委員会、学校規模適正化、学校施
設建設・維持補修

一宮保健福祉課
母子保健、予防接種、保健事業、
介護保険、高齢者福祉、障害者福祉

学校教育課

障害福祉課 障害者福祉
建設部地域建設課
千種地域振興係

道路・河川・橋梁の維持管理、上下水
道、市営住宅

千千千千
種種種種
市市市市
民民民民
局局局局

まちづくり推進課
自治会、消防・防災、戸籍、住民票、
国保・年金、生涯学習推進協議会活動

地域包括ケア、介護保険

社会福祉課
生活保護、生活困窮者支援、児童福祉、
少子化対策、民生・児童委員、高齢者福祉

産業部地域産業課
千種産業振興係

農林業、商工、観光施設

債権回収課 滞納債権の回収

建設部地域建設課
波賀地域振興係

道路・河川・橋梁の維持管理、上下水
道、市営住宅

環境課
環境政策、再生可能エネルギー、ごみ分別
収集、一般廃棄物、公害、し尿収集処理

自治会、消防・防災、戸籍、住民票、
国保・年金、生涯学習推進協議会活動

税務課 市税、国保税、収納対策

産業部地域産業課
波賀産業振興係

農林業、商工、観光施設

建設部地域建設課
一宮地域振興係

道路・河川・橋梁の維持管理、上下水
道、市営住宅

一一一一
宮宮宮宮
市市市市
民民民民
局局局局

まちづくり推進課
自治会、消防・防災、戸籍、住民票、
国保・年金、生涯学習推進協議会活動

市市市市
民民民民
生生生生
活活活活
部部部部

市民課
戸籍、住民票、印鑑証明、
国保・年金、後期高齢・福祉医療

波波波波
賀賀賀賀
市市市市
民民民民
局局局局

まちづくり推進課

人権推進課
人権施策・啓発、男女共同参画、総合市民
相談、消費者行政、消費生活センター

産業部地域産業課
一宮産業振興係

農林業、商工、観光施設消防防災課 危機管理、消防・防犯、交通安全

財務課
予算、財政計画、公有財産、工事検
査、入札・契約

まままま
ちちちち
づづづづ
くくくく
りりりり

推推推推
進進進進
部部部部

市民協働課
参画・協働、自治会、生涯学習推進協議会
活動、公共交通、定住促進、スポーツ振興

三方町出張所 戸籍、住民票、印鑑証明、国保

上下水道料金の算定・徴収、メーター
検針、開閉栓

選挙管理委員会 各選挙の管理執行事務

上下水道課
上下水道施設の新設・改良及び維持管
理

平成28年度宍粟市役所組織図
≪本庁≫〒671-2593　宍粟市山崎町中広瀬１３３番地６　    ＴＥＬ　0790-63-3000（代）　   Ｅ-メール　info@city.shiso.lg.jp

秘書広報課
秘書、広報・広聴、しーたん通信、
しそうチャンネル、地域情報化

建建建建
設設設設
部部部部

建設課
道路・河川・橋梁の新設、維持管理、
法定外公共物

総務課 条例の制定、人事・給与、情報公開

水道管理課

地域創生課
地域創生、企画調整、総合計画、行政
改革、滞納対策、ふるさと納税

土地対策課 用地買収、道路内民地処理、地籍調査

都市整備課
建築確認申請、市営住宅、屋外広告
物、公園整備
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“ふるさと宍粟”への想いを届けてください！ 

 「ふるさと納税」受付中 

５千円以上の寄付をいただいた方には、寄付の金額に応じた宍粟市の特産品

をお贈りします。 

詳しくは、「宍粟市 ふるさと納税」で検索していただくか、下の QRコー

ドから申込みサイトをご覧になれます。 

 

宍粟市 ふるさと納税 


